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熊本地方の地震により、被害を受けられました皆様に、心よりお見舞い 

申し上げると共に、被災された皆様の、一刻も早い復旧・復興を 

祈念いたします。 

 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

皆様こんにちは。 

前回のメルマガで Private Show 2016 in 大阪の開催が決まった事を 

お伝えしました。会場の機材設置に気になることがでてきたので、 

確認のためにまたまた行ってきました。そこでちょっとした出来事が。 

この内容は、編集者便りにてお伝えします。 

 

さて今回は、Private Show 2016 in 大阪で展示する製品を一部ですが、 

製品フラッシュにてご紹介します。ぜひ最後までご覧ください。 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━◆ 

 目次 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

【製品フラッシュ】 

●55インチ 8K液晶モニタ（DM-3815） 

●単板式スーパーハイビジョンカメラ（AH-4801-B) 

●MMTアナライザー（SP-5800） 

●放送バックアップ伝送システム（CB-5542） 

●4K-HD 低遅延切り出し回転装置（GP-4020-A） 

 

【最新ファームウェア情報】 

●VG-876 

●VA-1842 

 

【イベント情報】 

●来場御礼：九州放送機器展 2016 

（福岡国際センター 2016/7/21～22） 

●来場御礼：ケーブル技術ショー2016 

（東京国際フォーラム 2016/7/28～29） 

●Private Show 2016 in 大阪 

（AP大阪駅前梅田 1丁目 2016/9/29～30） 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━◆ 

【製品フラッシュ】 



◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

●55インチ 8K液晶モニタ（DM-3815） 

フルスペック 8K SHV(120Hz) 対応の液晶モニターです。 

U-SDI、SNAP12 形式の信号、3G/HD-SDI を入力して 8K 映像を表示します。 

ガンマ、コントラスト、ブライトネスといった映像調整が可能です。 

 

・55インチ液晶パネル採用 

・モニター解像度 : 水平 7,680ピクセル 垂直 4,320ピクセル 

・コントラスト比 1200 : 1以上 

・U-SDI、SNAP12、3G/HD-SDI入力対応 

・専用リモートコントローラーによるユーザーからの映像調整が可能 

 

展示内容：フルスペック 8K SHV 120Hzと 60Hzの映像を交互に上映。 

120Hzと 60Hzの違いをご覧頂いただけます。 

 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/product/dm-3815 

 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

●単板式スーパーハイビジョンカメラ（AH-4801-B) 

2016年実用化試験放送に先駆けて、8Kスーパーハイビジョン(8K SHV)の 

カメラヘッドを紹介します。 

128.5mm(W)×125mm(H)×135mm(D)で重量 2kgという超小型化を実現。 

手のひらで容易にグリップできる Cube型の筐体に、未体験の映像美を 

駆使するための次世代技術が凝縮されています。 

 

・3300万画素のイメージセンサーをベースに開発した 8K SHVカメラヘッドです。 

・駆動回路を約 10cm角の筐体に内蔵することで、質量 2kgという大幅な小型化を 

実現しました。 

・デジタルシネマ撮影などで実績のあるレンズとの組み合わせで多彩な 

映像表現が可能です。 

・さらなるリアリティが要求される各種中継映像、お天気カメラ、水中撮影など、 

超高精細映像の可能性が拡がります。 

 

展示内容：AH-4801-Bで撮影した 8K HDRコンテンツを上映。 

 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/product/ah-4801-b 

 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

●MMTアナライザー（SP-5800） 

8K(SHV)/4Kの伝送方式として標準化されたMMT多重化方式のストリームを解析する 

MMTアナライザーです。 

リアルタイム解析のほか、入力 IPパケットの収録・収録パケットの 

オフライン解析や、複数系統の同時解析も可能です。 



機器の開発やストリームの検証など、MMTに関わる幅広い場面でお使い頂ける 

製品です。 

 

・解析結果をアプリケーションの GUI に表示 

・エラートリガー条件に従い、ログ出力・SNMP-TRAP 発報・収録を実行(対応予定） 

・入力 IPパケットの収録が可能（Pcap ファイル） 

・収録パケットの解析が可能 

・NIC、宛先 IP アドレス、宛先ポート番号で解析対象を指定 

・アプリケーションの多重起動により、複数系統の入力を同時に解析可能 

 

展示内容：SP-5800、SP-5017、SP-5018による実演デモを実施。 

 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/product/sp-5800 

 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

●放送バックアップ伝送システム（CB-5542） 

地上デジタル放送で用いられる 204byteのMPEG-2TS(放送 TS）の帯域を圧縮し、 

IP伝送する装置です。 

放送局から送信所までの伝送路（STL)を、IP回線でバックアップすることが 

可能です。 

帯域を圧縮することで、回線のコストを削減できます。 

また双方向の伝送が可能なため、平常時は素材の伝送などにお使いいただけます。 

 

・放送 TSの帯域を圧縮した上で、TS over IP伝送し、バックアップ系を 

構築します。 

・約 32.5Mbpsの放送 TSを、20Mbps程度まで圧縮可能です。 

・帯域圧縮による画質・音質の劣化はありません。 

・クロック情報を伝送することで、送受信の機器間で同期した動作が 

可能になります。 

・FSYNCの出力に対応します。 

・送受信 1台ずつで双方向の伝送ができるため、緊急時のバックアップ用途だけで 

なく、平常時には素材の伝送にもお使いいただけます。 

・IPｖ4/IPｖ6に対応します。 

・同時に複数拠点へ素材を伝送できます 

・電源の二重化に対応します。 

・リモートでの操作/情報取得が可能です。 

 

展示内容：放送バックアップ伝送の実演デモを実施。 

 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/product/cb-5542 

 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

●4K-HD 低遅延切り出し回転装置（GP-4020-A） 



「日本テレビ放送網株式会社様 共同開発製品」 

 

高画質な 4K映像を、地上デジタル放送（HD映像）などの番組制作で有効に 

利用することを目的とした装置です。 

生放送での運用に堪えうるよう、1フレームでの遅延を実現します。 

 

・4K入力をHD解像度として出力 

・低遅延（1フレーム） 

・小型軽量（1Uハーフサイズ、2kg） 

・豊富な出力設定 

 

展示内容：フルHD切り出し映像（最大 5か所） / 回転映像 / 拡大/縮小映像 / 

4K→HDプレビュー映像の実演デモを実施。 

 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/product/gp-4020-a 

 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

9月の直前号では、今回紹介しきれなかった内容を掲載する予定にしていますので 

お楽しみにしていてください。 

 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

【最新ファームウェア情報】 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

●VG-876 Ver4.20 2016年 7月更新 

・VM-1876-M5 3G-A出力時の LinkB側のペイロード付加対応 

・VM-1876-MA 1080iが出力修正 

・HDRオプションパターン対応 

 

●VA-1842 Ver1.6 

・HDCP2.2 コンプライアンステスト対応 

・フレームキャプチャ機能追加 

・リップシンク機能追加 

 

 詳しくは担当営業までお問い合わせください。 

 

────【事例・製品に関するお問い合わせ先】──────────────★ 

営業部 TEL:03-5734-6301 FAX:03-5734-6102 

大阪営業所 TEL:06-6328-8558 FAX:06-6328-5058 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/contact.html 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━◆ 

【イベント情報】 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 



【ご来場ありがとうございました】 

●九州放送機器展 2016 

（福岡国際センター 2016/7/21～22） 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/event/event-20160428-2208.html 

 

【ご来場ありがとうございました】 

●ケーブル技術ショー2016 

（東京国際フォーラム 2016/7/28～29） 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/event/event-20160428-2212.html 

 

【ご来場をお待ちしております】 

●Private Show 2016 in 大阪 

（AP大阪駅前梅田 1丁目 2016/9/29～30） 

招待状配布、ホームページへの掲載は 8月末を予定しております。 

今しばらくお待ち下さい。 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━◆ 

【編集者便り】 

◆────◇─────────────────────────◇────◆ 

8月に入り会場確認のために大阪へ行った時のことですが、お昼ごろに着き外に 

出た瞬間、暑いの一言が出てしまいました。気温は 36度と掲示板に表示されて 

いたのですが、ビルとビルの間に立っていると体感温度はそれ以上です。汗も 

止まらず思わず建物内に入ってしばらく涼しんでから向かうことにしました。 

確認作業をなんなく終え帰ってきたのですが、どうにも東京と大阪の 

猛暑日（最高気温が 35度以上）が気になり調べてみたところ、7月に入ってから 

東京では 3日のところ大阪では 21日、真夏日（最高気温が 30度以上）は東京では 

38日のところ大阪では 55日と、断然大阪の方が暑いことがわかります。 

9月末は気温は下がっているだろうと願いつつ準備を進めていきますので、 

Private Show 2016 in 大阪を楽しみにしていてください。 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━◆ 

最後までお読みいただきありがとうございました 

 

★━━━━☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆━━━━★ 

本メールは、過去にアストロデザインが主催・出展するセミナーやイベントにご来 

場いただいた方、名刺交換させていただいた方および、本メールサービスに登録申 

込みをしていただいた方へ配信しております。 

※配信解除や登録内容の変更をご希望のお客様は、本メールの下部をご覧ください。 

 

▼▼▼▼▼▼▼▼───────────────────────▽────▼ 

Twitter：https://twitter.com/AstrodesignInc 

facebook：http://www.facebook.com/astrodesigninc 

＊メルマガ、ホームページにはない情報も配信してます。 



 

▼▼▼▼▼▼▼▼───────────────────────▽────▼ 

 

◆新規登録・登録内容の変更や配信停止はこちらからお願いします。 

  http://www.astrodesign.co.jp/japanese/astro/mailmag/index.html 

 ※新規登録をご希望の方がいらっしゃいましたら是非ご紹介下さい。 

 

◆その他ご意見・ご感想、ご興味のあるテーマ、取り上げて欲しいテーマ等 

 ございましたら下記編集部までお気軽にご連絡下さい。 

 https://www.astrodesign.co.jp/japanese/form/mailform.cgi?type=default 

 

※このメールは送信専用のメールアドレスから配信しています。 

 このメールアドレスに返信いただいても、お答えできませんのでご了承ください。 

┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘─┘ 
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